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1. はじめに 
FA-M3 は、1992 年 12 ⽉の発売開始以来、多くのシステムでご採⽤いただいています。初期のシス
テムは、予防保全による有寿命部品の交換や、更新の時期を迎えています。 
 
システム導⼊後の年数経過に伴い、経年劣化による故障増⼤、機能の陳腐化、システム維持コスト
の上昇などの理由により、システム運転の経済性が低下してくるため、多くのお客様から、コストが安く、
将来の企業競争⼒向上につながる適切な更新⽅法が求められています。 
 
本書では、最新機種への更新を重点的に説明しています。 
 

■ 注意事項 
・本書は、2021 年 9 ⽉現在の情報をもとに作成しています。記載の内容はお断りなく変更すること
があります。最新の情報は、弊社営業または販売代理店までお問い合わせください。 
 
・エンジニアリングサポートが必要な場合は、弊社営業、または販売代理店までお問合せください。 
 

横河電機株式会社 ITC 営業統括部 
 東京 TEL︓0422-52-6248 
 関⻄ TEL︓06-6341-1385 
 中部 TEL︓052-684-2004 
 九州 TEL︓092-272-0111 

 
販売代理店⼀覧（弊社ホームページでご確認ください） 
https://www.yokogawa.co.jp/about/operation/agc-weblist/ 
 
・本⽂中に記載の商品名、会社名などの固有名詞は、各社の登録商標または商標です。 
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1.1 システム更新によるメリット 
■ 最新技術の享受 

● 既設のシステム導⼊時には確⽴されていない技術が実⽤化され、システム制御に適⽤
することで、⼤きな効率向上をもたらします。 

■ 基本性能の向上によるメリット 
● 処理速度が⼤幅に向上したコントローラはもちろん、同時に更新されるＦＡサーボ、汎

⽤インバータといった最新制御機器が、システムの⽣産性、経済性を⼤幅に向上させま
す。 

■ ネットワーク化によるメリット 
● インターネット、イントラネットなどを活⽤した遠隔監視/制御システムにより、遠隔地から

装置の稼動状況の把握やメンテナンスが可能になります。また、FL-net に代表される
オープンネットワークにより、様々なメーカの機器が⾃由に選択可能になります。 
 

図 1.1 システム更新のメリット 
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2. システム劣化と推奨交換周期 
2.1 システムの経年劣化 
■ システムの故障率は、構成部品の故障率の積み上げと考えることができます。  

構成部品の劣化は、以下のような設置環境条件による影響が⼤きいことが   
経験的に確認されています。 

● 温度︓ 温度が 10℃⾼いと故障率は 2 倍になる 

● 湿度︓ 湿度が 60％以上で接触部の腐⾷が加速される 

● 腐⾷性ガス︓ 接触部の腐⾷が発⽣する 

● 塵埃︓ 短絡故障および腐⾷進⾏の原因になる 
 

図 2.1 システムの経年劣化（バスタブ曲線） 
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2.2 FA-M3 の推奨交換周期 
■ 推奨交換周期︓10 年 

ただし、有寿命部品使⽤モジュールは以下の周期となります。 
● アルミ電解コンデンサ使⽤モジュール︓8 年 

● リレー使⽤モジュール 

電気的寿命︓10 万回 、機械的寿命︓2000 万回 

● ⼀部のフォトカプラ使⽤モジュール︓5 年 

⾼温環境（約 45℃以上）で使⽤する場合 

重 要  

・ 推奨交換周期とは有寿命部品に対する予防保全を実施する時期を設定したものであり、偶
発故障に対する保証を⽰すものではありません。 

・ 推奨交換周期は⽬安であり、使⽤状態によって異なります。 
 

 

2.3 有寿命部品の故障例 
■ アルミ電解コンデンサ 

● ⼀般的に 8 年経過で静電容量減少、15 年経過で電解液漏れ等の現象が現れ始め
ます。これにより電源出⼒停⽌、通電・停電時の信号特性変化、回路誤動作などを引
き起こす可能性があります。 

■ リレー 
● ⼩型リレーは動作に伴う機構部の消耗により機械的寿命を持ちます。 

● ⻑期にわたるご使⽤は、腐⾷⽣成物の形成や導電性塵埃の堆積による絶縁低下や、 
接点部への塵埃などの異物侵⼊、接点表⾯の腐⾷⽪膜形成による接触不良を     
引き起こす可能性があるため、交換推奨周期での交換をお勧めしております。 

■ フォトカプラ 
● ⼀般的にフォトカプラの発光側素⼦には寿命があり、FA-M3 の⼀部のモジュールに   

おいては、周囲温度等の使⽤環境によって 5〜6 年程度で寿命モードでの故障が    
起きはじめるものがあります。       

図 2.2 電解液漏れの例                 図 2.3 接点部腐⾷の例 
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2.4 有寿命部品使⽤モジュール⼀覧 
■ アルミ電解コンデンサ使⽤モジュール 

推奨交換周期︓8 年 

表 2.1 アルミ電解コンデンサ使⽤モジュール 

分 類 形 名 

電源モジュール F3PU□□-□N F3PU□□-□S   
バリュー⽤ CPU/電源モジュール F3SP05-0P F3SP08-□P   

アナログ⼊⼒モジュール 
F3AD04-0N F3AD04-0R F3AD04-0V 
F3AD08-1N F3AD08-1V F3AD08-4V 
F3AD08-1R     

アナログ出⼒モジュール F3DA02-0N F3DA04-1N F3DA08-5N 
温度調節/モニタモジュール F3CT04-□N F3CR04-□N   
PID 制御モジュール F3CV04-1N     
位置決めモジュール F3NC5□-0N F3NC61-0N   

 

■ リレー使⽤モジュール 
電気的寿命︓10 万回以上 
機械的寿命︓2000 万回以上 

表 2.2 リレー使⽤モジュール 

分 類 形 名 

電源モジュール F3PU□□-□N F3PU□□-□S   
バリュー⽤ CPU/電源モジュール F3SP05-0P F3SP08-□P   
リレー出⼒モジュール F3YC08-0N F3YC08-0C F3YC16-0N 
 
 

重 要  

・ CPU モジュール電池は、⼤容量リチウム電池を採⽤しており、耐⽤年数以上の連続バックアップ容量を
有しておりますが、耐⽤年数（10 年）での交換（モジュールごと）をお願いします。 
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■ フォトカプラ使⽤モジュール（10 年未満での交換を推奨するもののみ） 
推奨交換周期︓5 年（⾼温環境（約 45℃以上）で使⽤する場合） 

表 2.3 フォトカプラ使⽤モジュール 

分 類 形 名 

FA リンクモジュール F3LP01-0N     
FA リンク H モジュール F3LP02-0N     
⾼速カウンタモジュール F3XP01-0H F3XP02-0H   

アナログ⼊⼒モジュール 
F3AD04-0N F3AD04-0R F3AD04-0V 
F3AD08-1N F3AD08-1V F3AD08-4V 
F3AD08-1R     

温度調節/PID モジュール F3CU04-0N F3CU04-1N   
温度モニタモジュール F3CX04-0N     
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3. システム更新の⼿順 
3.1 更新の形態 
■ FA-M3 の進化 

● FA-M3 は 1992 年の発売以来、上位互換を考慮し進化してきました。現在お使いい
ただいております FA-M3 は、最新の FA-M3V へ移⾏が可能です。 

■ 更新の⼿順 

● STEP1︓後継モジュールの選定 
後継製品対応表から、後継モジュールを選定します。 

● STEP2︓ラダープログラムの変換 
ラダープログラムは上位互換です。旧開発環境で作成したラダープログラムは、最新の
開発環境に変換できます。 

● STEP3︓その他の変更事項 
・処理速度の向上に伴う調整 
最新のシーケンス CPU モジュールではプロセッサの処理速度の向上に伴い、スキャンタイムが⼤幅に向
上しています。スキャンタイムに依存する処理を⾏う場合は、タイミングの調整が必要な場合があります。 

・特殊モジュール変更に伴うラダープログラム変更 
⼀部の特殊モジュールで、後継品にソフト互換の無い機種があります。そのモジュールと、置換えの⼿順
書を紹介します。 

 

3.2 シーケンス CPU モジュールの変遷 
図 3.1 シーケンス CPU モジュール進化の変遷 
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3.3 後継モジュールの選定（STEP1） 
3.3.1 後継製品対応表 〜シーケンス CPU モジュール〜 
 

表 3.1 受注停⽌シーケンス CPU モジュールの後継製品 

項⽬ 受注停⽌品 後継製品 互換性 主な変更点 対応開発環境

シーケンス 
CPU 

  
  

F3SP20-0N F3SP22-0S ○ ⾼速/メモリ容量 UP WideField3
F3SP30-0N F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP21-0N F3SP22-0S ○ ⾼速/メモリ容量 UP WideField3
F3SP25-2N F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP35-5N F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP28-3N F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP28-3S F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP38-6N F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP38-6S F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP53-4H F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP53-4S F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP58-6H F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP58-6S F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP59-7S F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/Ethernet 内蔵  WideField3
F3SP66-4S F3SP71-4S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/SIO ポートなし/USB1.1→2.0 変更 WideField3
F3SP67-6S F3SP76-7S ○ ⾼速/メモリ容量 UP/SIO ポートなし/USB1.1→2.0 変更 WideField3

■ 互換性 

● 受注停⽌したシーケンス CPU モジュールで使⽤しているラダープログラムは、        
ラダープログラムの開発環境を更新することで、後継 CPU モジュールで使⽤できます。 

■ 注意事項 

● ラダープログラム開発環境 

最新の F3SP7□-□S を使⽤するためには、最新開発環境である WideField3 が必要です。 
WideField3 は、従来の CADM3、WideField、WideField2 と上位互換を保っています。 
 

● F3SP7□-□N について 

F3SP7□-□N は機能アップに伴い、2012 年 1 ⽉から形名が F3SP7□-□S に変更になっており
ます。今後のシステム更新には、F3SP7□-□S をお使いください。 
 

● マルチ CPU について 

F3SP7□-□□は、AT 互換 CPU モジュール、⼀部旧タイプのシーケンス CPU モジュールとマルチ
CPU で使⽤することができません。 
詳細は、IM34M06C11-01 最新版の 「 CPU モジュールの実装制限」を参照ください。 
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3.3.2 シーケンス CPU の通信インタフェース 

■ 変更点 

● 後継シーケンス CPU モジュールは Ethernet を搭載しています。 

● F3SP7□-□S は RS-232C がありません。RS-232C 経由で タッチパネル等を接
続している場合、Ethernet に変更する、 もしくは、パソコンリンクモジュール経由とす
る必要があります。 

● プログラムバックアップ⽤の専⽤ ROM パックを、汎⽤ SD カードに変更しています。 
この SD カードはデバイスデータのストレージとしても使⽤できます。 
 
図 3.2 シーケンス CPU のインタフェース 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2 F3SP2□/3□/5□ インタフェース 

項 ⽬ 媒 体 ⽤ 途 

通信 RS-232C プログラミング/表⽰器接続⽤ 
メモリ 専⽤ ROM パック プログラムバックアップ⽤ 

 

表 3.3 F3SP7□ インタフェース 

項 ⽬ 媒 体 ⽤ 途 

通信 
Ethernet パソコン/表⽰器接続⽤ 
USB プログラミング⽤ 

メモリ SD（SDHC 対応） データストレージ/プログラムバックアップ⽤ 
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3.3.3 ROM パックの移⾏ 

■ F3SP7□-□S へ更新の場合 

● F3SP7□-□S はラダープログラムのバックアップに汎⽤ SD カードを採⽤しており、
ROM パックは使⽤できません。 

● ラダープログラムのバックアップには SD カードをご使⽤ください。 

推奨メモリカードは、メーカの発売状況や弊社のテスト状況により逐次変わります。    
最新の推奨メモリカードは、FA-M3 ホームページのシーケンス CPU モジュールページ内、
動作確認済 SD カードでご確認ください。 

https://www.yokogawa.co.jp/solutions/products-platforms/control-system/programmable-
logic-controller/plc-sequence-cpu-f3spxx/#詳細_F3SP71-4S-F3SP76-7S_動作確認済み SD カード 

● SD カードではラダープログラムのバックアップの他、デバイスデータの保存、パソコンレ
ス メンテナンス機能等多彩な機能に対応しています。 

■ F3SP22-0S へ更新の場合 

● F3SP22-0S は、ROM パックに対応しています。 

● F3SP22-0S でお使いいただける ROM パックは以下の通りです。 

・RK33-0N RK73-0N 

 

3.3.4 後継製品対応表 〜電源/基本⼊出⼒モジュール〜 
 

表 3.4 受注停⽌電源/基本⼊出⼒モジュールの後継製品 

項 ⽬ 受注停⽌品 後継製品 互換性 変更点 

AC 電源 

F3PU01-0N F3PU10-0S ○ AC100-240V 対応/F3PU10-0S に統合
F3PU10-0N F3PU10-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 
F3PU20-0N F3PU20-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 
F3PU30-0N F3PU30-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 

DC 電源 
F3PU16-0N F3PU16-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 
F3PU26-0N F3PU26-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 
F3PU36-0N F3PU36-0S ○ 端⼦ネジが M3.5→M4 

DI F3XD□□-□N F3XD□□-□F ○ ⼊⼒応答時間選択可能 

DO 

F3YD32-1A F3YD32-1P ○ 短絡保護回路追加 
F3YD32-1B F3YD32-1R ○ 短絡保護回路追加 
F3YD64-1A 

F3YD64-1P ○ 短絡保護回路追加 
F3YD64-1F 

DI/O 
F3WD□□-□N F3WD□□-□P ○ ⼊⼒応答時間選択可能 

短絡保護回路追加 F3WD□□-□F F3WD□□-□P ○ 
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3.3.5 後継製品対応表 〜バリュー/バリュー2〜 
 

表 3.5 受注停⽌バリューセットの後継製品 

項 ⽬ 受注停⽌品 後継製品 互換性 変更点 

バリュー 

F3SC21-1N

F3BU04-0N 
F3PU10-0S 
F3SP22-0S 
F3WD64-3P 

○ 

①バリュー/バリュー2 について 
 ・バリュー/バリュー2 で実施したセット販売が終了しました。 
 ・今後は個別のモジュールでの購⼊をお願い致します。 
 
②置換に伴う注意点 
 ・ラダープログラム開発環境が WideField3 となります。 
 ・CPU モジュールの処理速度が⾼速化しておりますので、 
  システムでの動作検証をお願い致します。 
 ・電源モジュールの端⼦ネジが M3.5 から M4 になります。 
  （F3SC21-1N を置き換える場合のみ対象） 

F3SC22-1F F3BU04-0N 
F3PU10-0S 
F3SP22-0S 
F3WD32-3F 

○ 
F3SC23-1F

F3SC22-1A F3BU04-0N 
F3PU10-0S 
F3SP22-0S 
F3XD16-3F 
F3YD14-5A 

○ 
F3SC23-1A

F3SC22-2F F3BU04-0N 
F3PU10-0S 
F3SP22-0S 
F3WD64-3P 

○ F3SC23-2P

F3SC23-2F

F3SC23-6P

F3BU04-0N 
F3PU10-0S 
F3SP22-0S 
F3WD64-4P 

○ 

バリュー保⽤品 
F3SP05-0P F3PU10-0S 

F3SP22-0S 
○ 

F3SP08-□P

 

3.3.6 基本⼊出⼒モジュールの互換性 

■ ハードウェア 

● 受注停⽌製品と後継製品の端⼦台、コネクタ、ピン配列は同⼀ですので、更新時は
モジュールの⼊換えだけでご使⽤できます。 

● 現⾏の出⼒モジュールには出⼒短絡保護回路を搭載しています。 

■ 設定 

● ⼊⼒モジュールの後継製品では、⼊⼒応答速度の選択の幅が拡⼤しています。 

・旧製品（形名の最後が N）︓⼊⼒応答時間 16ms 1ms 
・現製品（形名の最後が F）︓⼊⼒応答時間 常時 62.5μs 250μs 1ms 16ms 

注︓64 点モジュールは 16ms の選択が出来ません。 
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■ プログラム 

● 後継製品に更新する上で、ラダープログラムの変更は不要です。 
 
図 3.3 基本⼊出⼒モジュール外観 

 
 

図 3.4 端⼦台の載せ換え 
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3.3.7 後継製品対応表 〜I/O モジュール〜 
 

表 3.6 受注停⽌ I/O モジュールの後継製品 

項 ⽬ 受注停⽌品 後継製品 互換性 変更点 

アナログ出⼒ 

F3DA02-0N 

F3DA04-6R 

△ 端⼦配列を変更（出⼒種別に関わらず端⼦共通に） 
出⼒種類はソフト設定となり、初期状態は-10〜10V レンジ*1

起動時の出⼒動作が変更。設定値書き込みまで出⼒はハイイ
ンピーダンスです。 

F3DA04-1N △ 

F3DA08-5N F3DA08-5R △ 起動時の出⼒動作を変更（設定書込みまで出⼒無へ） 

アナログ⼊⼒ 

F3AD04-0V F3AD04-5V ○ 上位互換。配線および端⼦台の流⽤不可。 
外形⼨法（奥⾏）に違いがあり、端⼦台取付位置が⼿前
に。 

F3AD04-0N 
F3AD04-5R 

○ 
F3AD04-0R ○ 
F3AD08-1V F3AD08-5V ○ 

上位互換。配線および端⼦台流⽤可能。 
外形⼨法（奥⾏）に違いがあり、端⼦台取付位置が⼿前
に。 

F3AD08-1N 
F3AD08-5R 

○ 
F3AD08-1R ○ 
F3AD08-4V F3AD08-4W ○ 

⾼速データ 
収集 

F3HA08-0N 

F3HA06-1R △ 
データ収集機能を使わず、常時更新データのみを参照して⾼
速の AD 変換モジュールとして使⽤する場合は、アプリケーショ
ンプログラムの 変更なし、また軽微な変更のみで置換え可能。
データ収集機能や収集に伴うフィルタ機能等を使⽤している場
合は、アプリケーション互換性無し。アプリケーション変更が必
要。 

F3HA12-1R △ 

PID/温調 

F3CV04-1N F3CU04-1S × ソフト変更が必要。 
F3CR04-0N F3CU04-0S × ソフト変更が必要。 
F3CR04-1N F3CU04-1S × ソフト変更が必要。 
F3CT04-0N F3CU04-0S × ソフト変更が必要。 
F3CT04-1N F3CU04-1S × ソフト変更が必要。 

位置決め 

F3YP04-0N F3YP24-0P × ソフト変更が必要。 
F3YP08-0N F3YP28-0P × ソフト変更が必要。 

F3YP14-0N F3YP24-0P × ソフト互換。ただし、モジュール実装可能枚数が 36 台（288
軸）から 16 台（128 軸）へ変更。ハードウェア互換性なし。
5VDC から 24VDC に変更になっているなど外部配線の⾒直
しが必要。 

F3YP18-0N F3YP28-0P × 

パソコンリンク 
F3LC11-2N F3LC11-2F △ 上位リンクは互換。ロータリ SW の位置に注意。 

イベント使⽤時のみソフト修正が必要。 F3LC11-1N F3LC11-1F △ 

ラダー通信 
F3RZ81-0N 

F3RZ81-0F × ソフト変更必要 1ch ⽤ 
F3RZ82-0F × ソフト変更必要 2ch ⽤ 

F3RZ91-0N F3RZ91-0F × ソフト変更が必要。 

Ethernet 

F3LE01-5T F3LE01-1T ○ 
ソフト互換。ただし、AUI ポート無し。コネクタ位置等、外観に
違い有り。 

F3LE01-0T F3LE01-1T ○ ソフト互換。ただし、コネクタ位置等、外観に違い有り。 
F3LE11-0T F3LE11-1T ○ ソフト互換。ただし、コネクタ位置等、外観に違い有り。 
F3LE12-0T F3LE12-1T ○ ソフト互換。ただし、コネクタ位置等、外観に違い有り。 

FL-net 
F3LX01-0N F3LX02-2N ○ 

ソフト互換。FL-net のバージョンに注意が必要。 
F3LX01（Ver.1）と F3LX02（Ver.2）は混在不可。 

F3LX02-1N F3LX02-2N ○ 
ソフト互換。ただし、AUI ポート無し。コネクタ位置等、外観に
違い有り。 
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項 ⽬ 受注停⽌品 後継製品 互換性 変更点 

NX 
⾃⽴分散 

F3NX01-0N F3NX01-2N ○ 
ソフト互換。ただし、AUI ポート無し。コネクタ位置等、外観に
違い有り。 

F3NX01-1N F3NX01-2N ○ ソフト互換。ただし、コネクタ位置等、外観に違い有り。 

FA リンク H 
F3LP01-0N F3LP32-0N ○ 

ソフト互換。ただし、ハードウェア互換性なし。 
F3LP01 と F3LP32 は混在不可。 

F3LP02-0N F3LP32-0N ○ 
ソフト互換。ただし、ハードウェア互換性なし。 
F3LP02 と F3LP32 は混在不可。 

光 FA リンク H F3LP12-0N なし - FL-net と光ケーブル変換器との組合せでの置換えが必要。 
μバス F3LU01-0N なし - YHLS 等への置換えが必要。 
モデム F3LM01-1N F3LC11-1F - F3LC11-1F と外部アナログモデムの組合せで置換え。 

*1 電⼒出⼒をお使いのお客様向けに、初期状態の出⼒種類を電流（4〜20mA）とした F3DA04-6R/DCR をご⽤意しています。詳しくは弊社営業、
もしくは販売代理店にご相談ください。 

 
3.3.8 I/O モジュールのアプリケーションの互換性 

■ 後継モジュールの⾼機能化に伴い、アプリケーションの変更が必要な I/O モジュー
ルがあります。 

■ アプリケーション互換でも、処理速度の向上により、処理のタイミングが変わる場合
があります。モジュール更新後は、システムでの動作検証をお願いします。 
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3.4 ラダープログラムの変換（STEP2） 
3.4.1 ラダープログラム開発環境対応表 

■ シーケンス CPU モジュールと開発環境の対応状況 

● 最新の F3SP7□/F3SP22 をお使いいただくには WideField3 が必要です。 
 

表 3.7 開発環境とシーケンス CPU の対応表 

発売年 
  1995 1999 2002 2011 

CPU 形名 
開発環境形名 CADM3 WideField WideField2 WideField3 

販売状況 SF511 SF610 SF620 SF630 
1993 F3SP20-0N 受注停⽌ ○       
1993 F3SP30-0N 受注停⽌ ○       
1995 F3SP21-0N 受注停⽌ ○ ○ ○ ○ 
1995 F3SP25-2N 受注停⽌ ○ ○ ○ ○ 
1995 F3SP35-5N 受注停⽌ ○ ○ ○ ○ 
1999 F3SP28-3N 受注停⽌   ○ ○ ○ 
1999 F3SP38-6N 受注停⽌   ○ ○ ○ 
1999 F3SP53-4H 受注停⽌   ○ ○ ○ 
1999 F3SP58-6H 受注停⽌   ○ ○ ○ 
2002 F3SP28-3S 受注停⽌     ○ ○ 
2002 F3SP38-6S 受注停⽌     ○ ○ 
2002 F3SP53-4S 受注停⽌     ○ ○ 
2002 F3SP58-6S 受注停⽌     ○ ○ 
2002 F3SP59-7S 受注停⽌     ○ ○ 
2006 F3SP66-4S 受注停⽌     ○ ○ 
2006 F3SP67-6S 受注停⽌     ○ ○ 
2011 F3SP22-0S 販売中       ○ 
2012 F3SP71-4S 販売中       ○ 
2012 F3SP76-7S 販売中       ○ 
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3.4.2 ラダープログラムの変換と互換性 

■ WideField3 の変換機能 

● WideField3 で CADM3、WideField、WideField2 のプロジェクトを読込むこと
で、WideField3 形式に変換できます。 

 

図 3.5 変換のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 上位互換と下位互換 

● WideField3 に変換したプロジェクトを旧形式で保存することも可能です。 

 

図 3.6 上位互換と下位互換 
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3.4.3 ラダープログラムの変換作業 〜 CADM3 〜 

■ CADM3 から WideField3 への変換 

● CADM3 は最新の Windows 環境では動作しません。よって、CADM3 が動くパソ
コンから、WideField3 が動作するパソコンへ、実⾏プログラムを含むファイルの移植
が必要です。 

● 移植するファイル 

実⾏プログラムファイル  拡張⼦ ＝ .PRG 
ブロックファイル       拡張⼦ ＝ .BLK  .OBT  .CMT 
マクロブロック       拡張⼦ ＝  .MBL  .MOB  .MCM 
 

表 3.8 開発環境と対応 OS 

OS CADM3 WdeField WideField2 WideFiled3 

MS-DOS ○       
Windows95 ○ ○     
Windows98   ○ ○   
WindowsNT ○ ○     

Windows2000     ○   
WindowsME     ○   
WindowsXP     ○   

WindowsVista     ○   
Windows7       ○ 

Windows8,8.1       ○ 
Windows10       ○ 

 
 

重 要  

・ CADM3 は、フォルダ名（ディレクトリ名）をユーザが任意に設定でき、そのフォルダの中にプロ
ジェクト（実⾏プログラム）とブロックが⼊っている形式になります。フォルダ名（ディレクトリ名）
は、ユーザが CADM３の初期設計メニューのプログラムディレクトリにて設定できます。通常は
個々で設定されているディレクトリ付近に移植すべきプログラムが置かれています。（CADM3 で
はフォルダ名とプロジェクト名が⼀致しません。） 

 

■ ファイルの変換 

● 「他形式のファイルを開く」から実⾏プログラムを開けば、⾃動でWideField3に変換
します。 

図 3.7 変換画⾯ 
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3.4.4 ラダープログラムの変換作業 〜WideField/WideField2〜 

■ WideField/WideField2 から、WideField3 へ変換の場合 

● 通常の「プロジェクトを開く」で、WideField/WideField2 のプロジェクトを指定し、  
開けば、⾃動で WideField3 に変換します。 
 
図 3.8 変換画⾯ 

 
 

 

● WideField3 で編集したラダープログラムを下位形式(WideField/WideField2
形式)に変換して保存することも可能です。 
 
図 3.9 下位変換画⾯ 
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3.4.5 変換後の設定変更  

■ コンフィギュレーションの再設定 

● CPU モジュールの形名変更をした場合、初期情報であるコンフィギュレーションの値が   
⼯場出荷時の状態に戻ります。 

● CPU モジュールの形名変更が伴うプログラム変換では、コンフィギュレーションの再設
定が必要です。 

● 運転動作、⼊出⼒設定、デバイス設定等の初期情報を再設定してください。 
 

図 3.10 コンフィギュレーション画⾯（例．停電保持エリア設定画⾯） 
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3.4.6 コンフィギュレーション設定時の注意  

注　意   

① 共有デバイスの同時性 
F3SP28 以降のシーケンス CPU モジュールは、コンフィギュレーションで共有デバイスデータ
の同時性の「有り」「無し」を設定できます。F3SP20/30/21/25/35 の更新時、従来の
CPU と互換動作が必要な場合は「同時性無し」に設定してください。（初期値は「同時性
有り」です。） 
 

② ダイレクトリフレッシュ（DREF）命令の注意事項 
F3SP28 以降の CPU では、プログラム中のダイレクトリフレッシュ（DREF）命令でリフレッ
シュする出⼒リレー（Y）は使⽤/未使⽤のコンフィギュレーション設定を「未使⽤」 に設定
してください。「使⽤」および「センサーコンロールブロックで使⽤」に設定すると、DREF 命令
で出⼒した値が命令と並⾏して実⾏される出⼒リフレッシュで、1 つ前のスキャンの値に上書
きされてしまう場合があります。  

 

 
図 3.11 コンフィギュレーション画⾯（共有デバイス設定） 

 

 
図 3.12 コンフィギュレーション画⾯（⼊出⼒設定） 
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3.5 その他の変更事項（STEP3） 
3.5.1 基本性能向上に伴うチューニング 

■ 後継モジュールの⾼速化に伴う、アプリケーション動作確認 

● 処 理 速 度 の 向 上 に よ り 、 処 理 の タ イ ミ ン グ が 変 化 す る 場 合 が あ り ま す 。        
モジュール更新後は、システムでの検証をお願いします。 

・シーケンス CPU のスキャンタイムに依存した処理 
・シーケンス CPU のリフレッシュ処理 
・Ethernet 等の通信応答時間 
・HRD/HWR 命令の READ/WRITE 命令への置き替え 
スキャンタイム等の事情で置き替えが難しい場合，F3SP71-4S／F3SP76-7S への変更を  
ご検討ください。 

 

 

3.5.2 シーケンス CPU の基本動作 

■ 後継モジュール F3SP7□の電源 ON 時の運転実⾏処理 

● バッテリ異常発⽣時、F3SP2□/F3SP3□/F3SP5□の ROM パック使⽤時と同
じ動作となり、ERR が点灯後、すぐに ERR が消灯して RUN が点灯し、動作を開始
します。このとき、停電保持指定されているデバイスはクリアされてからの動作となりま
す。保持指定のデバイスがクリアされた状態から動作を開始したくない場合は、特殊リ
レーM194（バッテリ異常）が ON していたら動作をしないようなプログラムを追加し
てください。 
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3.5.3 I/O モジュールを使⽤する場合 

■ ラダープログラムの変更に伴う置換えガイド 

● 「3.3.7 後継製品対応表〜I/O モジュール〜」に記載したとおり、受注停⽌の I/O
モジュールと後継モジュールにラダープログラムの互換が無い場合があります。 

● 各種ドキュメントを⽤意しております。Partner Portal サイト（要会員登録）より、
PDF をダウンロードいただけます。 

□ダウンロード（ドキュメント）>ドキュメント検索（技術情報） 
https://partner.yokogawa.com/japan/ 
 

表 3.9 技術資料（TI） 

タイトル ドキュメント No. 
レンジフリーコントローラ FA-M3 
受注停⽌機種から後継機種への置き換えガイド 

TI 34M06Z41-01 

BASIC CPU モジュール リプレースガイド 
（BASIC→シーケンス CPU 編） 

TI 34M06Z41-02 

FA-M3 システム更新の⼿引き 
 （AS-interface → DeviceNet 編） 

TI 34M06H33-01 

FA-M3 システム更新の⼿引き  
（PROFIBUS-DP → DeviceNet 編） 

TI 34M06H34-01 

FA リンク H モジュール → FL-net インタフェースモジュール 
リプレースガイド 

TI 34M06H43-01 

温調モジュール置き換えガイド 弊社営業までお問い合わせください。 
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4. 関連機器の更新 
4.1 タッチパネルの更新 
■ TOP（Touch Operation Panel）の更新 

● TOP7□シリーズ（TOP77RT/TOP73S）、TOP2000 シリーズ（TOP2501/TOP2301）、
TOP3000 シリーズ（TOP3600T/TOP3301S）の更新は、シュナイダーエレクトリック社の最
新プログラマブル表⽰器（GP4000 シリーズ）をお勧めしています。 

[ 旧製品 ]  
表 4.1 旧製品仕様⽐較 

 

TOP7□シリーズ TOP2000 シリーズ TOP3000 シリーズ 

TOP77RT-0N 
(GP577R-TC11) 

TOP73S-0N 
(GP377-SC11) 

TOP2501-0N 
（GP2501-

TC11） 

TOP2301-0N 
（GP2301-
SC41-24V） 

TOP3600T-0N 
（AGP3600-T1-

AF） 

TOP3301S-0N
（AGP3301-S1-

D24） 

表⽰サイズ 10.4 インチ 5.7 インチ 10.4 インチ 5.7 インチ 12.1 インチ 5.7 インチ 
定格電圧 AC100V DC24V AC100〜240V DC24V AC100〜240V DC24V 
表⽰⾊ 64 ⾊ 256 ⾊ 64 ⾊ 65,536 ⾊ 4,096 ⾊ 
表⽰ドット
数 

640×480 ドット 320×240 ドット 640×480 ドット 320×240 ドット 800×600 ドット 320×240 ドット 

タッチパネル
⽅式 

デジタル⽅式 デジタル⽅式 アナログ抵抗⽪膜⽅式 

シリアル I/F COM1:RS-232C/RS-422（25Pin) COM1:RS-232C/RS-422（25Pin) 
COM1:RS-232C（9pin）/ 

RS-422/RS-485 
Ethernet 
I/F 

(オプション) ― (オプション) ― 
10BASE-T/ 

100BASE-TX 
― 

ツール 
コネクタ 

専⽤コネクタ 専⽤コネクタ USB（ケーブルは専⽤ケーブル） 

 

 [ 代替推奨製品 ]  注︓TOP シリーズ終了時の情報です。 
表 4.2 代替推奨製品仕様⽐較 

 

GP4000 シリーズ（シュナイダーエレクトリック社製品） 

GP-4301T 
（PFXGP4301TAD） 

GP-4301TW 
（PFXGP4301TADW）

GP4501T 
（PFXGP4501TAA）

GP4501TW 
（PFXGP4501TA

DW） 

GP4601T 
（PFXGP4601TAA） 

表⽰サイズ 5.7 インチ 10.4 インチ 10.4 インチ 12.1 インチ 
定格電圧 DC24V AC100〜240V DC24V AC100〜240V 
表⽰⾊ 65,536 ⾊ 65,536 ⾊ 65,536 ⾊ 
表⽰ドット
数 

320×240 ドット 640×480 ドット 800×600 ドット 

タッチパネル
⽅式 

アナログ抵抗膜⽅式 アナログ抵抗膜⽅式 アナログ抵抗膜⽅式 

シリアル I/F 
COM1:RS-232C（9pin） 
/COM2:RS-422/RS-485 

COM1:RS-232C（9pin） 
/COM2:RS-422/RS-485 

COM1:RS-232C（9pin）
/COM2:RS-422/RS-485

Ethernet 
I/F 

10BASE-T/100BASE-TX 10BASE-T/100BASE-TX 10BASE-T/100BASE-TX

ツール 
コネクタ 

USB 
（ケーブルは専⽤ケーブル） 

USB 
（ケーブルは専⽤ケーブル） 

USB 
（ケーブルは専⽤ケーブル）
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4.2 タッチパネルの更新 2 
■ シュナイダーエレクトリック社 最新機種への置換え 

現在お使いの機種から、シュナイダーエレクトリック社置換え推奨機種へ更新いただく場
合、液晶タイプや取付け⽅法、シリアルなど各種インタフェースが異なる場合があります。
主な仕様の相違点は、シュナイダーエレクトリック社ホームページでご確認ください。 
Pro-face 製品-新機種への置換え 
http://www.proface.co.jp/product/replace.html 
 

 

 TOP7□シリーズ 
・TOP77R-0N （GP577R-TC11） 置換え BOOK 
http://www.proface.co.jp/files/pdf/product/replace/GP577R_to_GP4000_j.pdf 
 
・TOP73S-0N （GP377-SC11） 置換え BOOK 
デジタル社お客様センターへお問い合わせください。 
http://www.proface.co.jp/customer/contact.html 
 
 

 TOP2000 シリーズ 
・TOP2501-0N （GP2501-TC11） 置換え BOOK 
http://www.proface.co.jp/files/pdf/product/replace/GP2500T_2501T.S_to_GP4
501_j.pdf 
 
・TOP2301-0N （GP2301-SC41-24V） 置換え BOOK 
http://www.proface.co.jp/files/pdf/product/replace/J1207PO-00209-
00_GP2300_2301_to_GP4301t_j.pdf 
 
 

 TOP3000 シリーズ 
・TOP3600T-0N （AGP3600-T1-AF） 置換え BOOK 
http://www.proface.co.jp/files/pdf/product/replace/J1202MO-00143-
01_GP3600_to_GP4600_j.pdf 
 
・TOP3301S-0N （AGP3301-S1-D24） 置換え BOOK 
http://www.proface.co.jp/files/pdf/product/replace/J1204PO-00169-
03_GP_ST3301-GP4301T.pdf 
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4.3 SCADA の更新 
■ VDS/ASTMAC のリリースアップ 

 FA-M3 の操作監視パッケージとして活⽤いただいている VDS においても、最新のリリー
スに更新することで新規機能の活⽤や、最新 PC 環境への追従が可能となります。  
（F3SPV9 は R7.20 にて対応） 
  

・ VDS 最新リリース︓R8 
・ 容易かつ安価にリリースアップが⾏える“リリースアップキット”を⽤意 
・ 更新概要として下記ドキュメントも公開しています。 

VDS R8 移⾏ガイド（ドキュメント No.︓TI 34P02V07-01） 
 

注︓ASTMAC は、2018 年 3 ⽉に EOS となりました。 
リリースアップキットを含めて、特注販売等を終了しています。 

■ astnex システムの更新 

 既設 astnex システムを VDS（+ Visual Studio.net）を⽤いてバリューアップできま
す。最新 PC 環境への追従に加え、保守サポート対応が可能となります。 
  

・ 更新概要として下記ドキュメントを公開しています。 
FA-M3 計装パッケージ/astnex 移⾏ガイド（ドキュメント No.︓TI 34P02J02-01） 

 

 

● SCADA 関連の各種ドキュメントは、Partner Portal サイト（要会員登録）中⼩
規模向け PLC 計装システム（STARDOM）ページ内、技術資料（TI）でご覧くだ
さい。 
https://partner.yokogawa.com/japan/stardom/index.htm 
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5. 参考資料 
5.1 シーケンス CPU モジュール仕様⽐較表 
表 5.1 シーケンス CPU 仕様⽐較 V シリーズ/R シリーズ 

項 ⽬ F3SP71-4S F3SP76-7S F3SP66-4S F3SP67-6S F3SP22-0S 
プログラム容量 60Kstep 260Kstep 56Kstep 120Kstep 

30Kstep 
プロジェクト容量 120KStep 520Kstep 112Kstep 240Kstep 

I/F 

Ethernet ○ ○ × 
SD カード ○（SDHC 対応） ○ × 
RS-232C × ○ ○ 

USB ○ ○ × 
基本命令 3.75ns〜/命令 17.5ns〜/命令 45ns〜/命令
応⽤命令 7.5ns〜/ 命令  70ns〜/命令 180ns〜/命令

センサコントロール 
周期 100μs〜25.0ms 200μs〜25.0ms 

200μs〜
25.0ms 

分解能 10μs  100μs 100μs 

デバイス/メモリ容量 

⼊出⼒ 4,096 8,192 4,096 8,192 4,096 
内部リレー 16,384 65,535 16,384 32,768 16,384 

データレジスタ 16,384 65,535 16,384 32,768 16,384 
ファイルレジスタ 32,768 262,144 32,768 262,144 32,768 

キャッシュレジスタ 131,072 524,288 × × 
定数定義領域 16384 ワード 32768 ワード 16384 ワード 32768 ワード × 
RAMDISK 4MB    4MB    × 

セキュリティ 
ログイン管理 ○ × × 

操作ログ ○ × × 
パスワード ○ ○ ○ 

信号定義ダウンロード ○ ○ ○ 

開発環境 WideField3 
WideField2 

以降 
WideField3 

消費電流 460mA 850mA 450mA 

 
注　意   

・ F3SP22-0S のプログラム容量を最⼤ 30Kstep で使⽤するには WideField3 R4.05 以降
を使⽤する必要があります。WideField3 R4.04 以前を使⽤した場合は最⼤ 10Kstep の制
限があります。 
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表 5.2 シーケンス CPU 仕様⽐較 R シリーズ（F3SP28/F3SP38） 
項 ⽬ F3SP28-3N F3SP28-3S F3SP38-6N F3SP38-6S 

プログラム容量 
30Kstep 120Kstep 

プロジェクト容量 

I/F 

Ethernet × × 
SD カード × × 
RS-232C ○ ○ 

USB × × 
基本命令 45ns〜/命令 45ns〜/命令 
応⽤命令 180ns〜/命令 180ns〜/命令 

センサコントロール 
周期 200μs〜25.0ms 200μs〜25.0ms 

分解能 100μs 100μs 

デバイス/メモリ容量 

⼊出⼒ 4,096 8,192 
内部リレー 16,384 32,768 

データレジスタ 16,384 32,768 
ファイルレジスタ 32,768 262,144 

キャッシュレジスタ × × 
定数定義領域 × × 

RAMDISK × × 

セキュリティ 
ログイン管理 × × 

操作ログ × × 
パスワード ○ ○ 

信号定義ダウンロード × ○ × ○ 

開発環境 
WideField 

以降 
WideField2 

以降 
WideField 

以降 
WideField2 

以降 
消費電流 450mA 450mA 
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表 5.3 シーケンス CPU 仕様⽐較 R シリーズ（F3SP53/F3SP58/F3SP59） 
項 ⽬ F3SP53-4H F3SP53-4S F3SP58-6H F3SP58-6S F3SP59-7S 

プログラム容量 
56Kstep 120Kstep 

254Kstep 
プロジェクト容量 360Kstep 

I/F 

Ethernet × × × 
SD カード × × × 
RS-232C ○ ○ ○ 

USB × × × 
基本命令 17.5ns〜/命令 17.5ns〜/命令 17.5ns〜/命令
応⽤命令 70ns〜/命令 70ns〜/命令 70ns〜/命令

センサコントロール 
周期 200μs〜25.0ms 200μs〜25.0ms 

200μs〜
25.0ms 

分解能 100μs 100μs 100μs 

デバイス/メモリ容量 

⼊出⼒ 4,096 8,192 8,192 
内部リレー 16,384 32,768 65,535 

データレジスタ 16,384 32,768 65,535 
ファイルレジスタ 32,768 262,144 262,144 

キャッシュレジスタ × × × 
定数定義領域 × × × 

RAMDISK × × × 

セキュリティ 
ログイン管理 × × × 

操作ログ × × × 
パスワード ○ ○ ○ 

信号定義ダウンロード × ○ × ○ ○ 

開発環境 
WideField 

以降 
WideField2 

以降 
WideField 

以降 
WideField2 

以降 
WideField2 

以降 
消費電流 890mA 890mA 920mA 
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表 5.4 シーケンス CPU 仕様⽐較 
項 ⽬ F3SP21-0N F3SP25-2N F3SP35-5N F3SP20-0N F3SP30-0N 

プログラム容量 
10Kstep 20Kstep 100Kstep 10Kstep 20Kstep 

プロジェクト容量 

I/F 

Ethernet × × × × × 
SD カード × × × × × 
RS-232C ○ ○ ○ ○ ○ 

USB × × × × × 
基本命令 180ns〜/命令 120ns〜/命令 90ns〜/命令 180ns〜/命令 90ns〜/命令

応⽤命令 360ns〜/命令 240ns〜/命令
180ns〜/命

令 
360ns〜/命令 180ns〜/命令

センサコントロール 
周期 × × × × × 

分解能 × × × × × 

デバイス/ 
メモリ容量 

⼊出⼒ 2,048 4,096 8,192 2,048 2,048 
内部リレー 4,096 8,192 16,384 4,096 8,192 

データレジスタ 5,120 8,192 8,192 5,120 8,192 
ファイルレジスタ × 32,768 32,768 × × 

キャッシュレジスタ × × × × × 
定数定義領域 × × × × × 
RAMDISK × × × × × 

セキュリティ 
ログイン管理 × × × × × 

操作ログ × × × × × 
パスワード ○ ○ ○ ○ ○ 

信号定義ダウンロード ○ ○ ○ ○ ○ 
開発環境 CADM3 以降 CADM3 以降 CADM3 以降 CADM3 以降 CADM3 以降
消費電流 350mA 420mA 560mA 325mA 405mA 
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5.3 販売終了品⼀覧 
FA-M3 ホームページに掲載しています。販売状況の確認にご活⽤ください。 
 

 FA-M3/e-RT3 販売終了品⼀覧 
https://web-material3.yokogawa.com/TI34M06Z40-01.pdf 
 
 

5.4 モジュール選定ツール 
FA-M3/e-RT3 のモジュール構成を Web 上で簡単に選ぶことができる「モジュール選定ツー
ル」を公開しています。「実現したいこと」から条件を指定し仕様を絞り込むことで、Web 上で
いつでも簡単にモジュール構成を確認することができ、気軽なシステム構築をサポートします。 
ぜひご活⽤ください。 

 

 Product Finder –Module Selection– 
https://tool.yokogawa.com/product-finder/ 
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